
これからの主な行事予定
２３日(水) 勤労感謝の日
２５日(金) 避難訓練 代表委員会 司書補勤務
２６日(土) 第８回家庭教育学級(親子陶芸教室Ⅰ)
２８日(月) 全校集会 研究授業(１年) 人権週間(～ 12/2 迄)
２９日(火) クラブ活動
３０日(水) 栄養教諭訪問(１年)

＜ １２月 ＞
１日(木) 持久走大会(予備日２日)
２日(金) 教育・健康相談
３日(土) 第９回家庭教育学級(親子陶芸教室Ⅱ)
４日(日) 下甑卓球大会(会場手打小)
５日(月) B校時(5･6年6校時) 家庭学習強調週間(～ 11日迄)
６日(火) 命を大切にする心をはぐくむ日 全校集会

クラブ活動
７日(水) ＧＴ来校
８日(木) Ｃ校時 授業参観 学級ＰＴＡ

学校保健委員会(第 10 回家庭教育学級)
９日(金) ＡＬＴ来校 司書補勤務

１１日(日) もちつき大会
１２日(月) Ｂ校時(５・６年６校時) 空き缶回収
１３日(火) 児童集会 委員会活動 空き缶詰め
１６日(金) 食育の日 代表委員会 司書補勤務
１９日(月) 全校集会
２２日(木) 終業式
２３日(金) 天皇誕生日 冬休み(１月９日迄)
◎１１月２８日～１２月２日迄 校内人権週間
◎１２月「交通事故ゼロ月間運動」

花と読書と笑顔の学校

南日本新聞の特集に！

１０月１日(土)に行われた最後の合同秋季大運動会につ
いての記事が，特集として南日本新聞１０月１７日(月)
第１２面に掲載されました。手打出身の写真部橋口実明
さんによって，子どもたちはもちろんながら，保護者や
地域の皆様も生き生きと収められていました。貴重な「青
瀬小学校」の証です。

入賞おめでとう！(敬称略)

□ 甑島区域陸上記録会(１０／２０)の入賞者です。
５年女子走り幅跳び 第３位 有村 澪(３２３㎝)
６年男子１０００ｍ 第３位 松木 直輝(３分５１秒５)
５・６年女子４００ｍリレー 第３位 (１分１０秒６)
①有村 澪 ②野島 未来 ③有村 慈 ④橋野 愛梨
５・６年男子４００ｍリレー 第２位 (１分 ８秒３)
①春田 礼央 ②坂口真夏土 ③坂口海夏大 ④松木 直輝

※ 限られた練習時間でよく頑張りました！

県民週間ありがとうございました！
１日(火)，学校参観日として授業の自由参観や高齢者の方々と

のふれあい活動が行われました。
〈授業参観〉

２校時は，高齢者の方々や保護者，地域の方々に授業を参観し
ていただきましたが，いつもと変わらない子どもたちの様子を参
観していただきました。今回も電子黒板や大画面テレビ等を使っ
た授業も行われましたが，どんどんＩＣＴ機器が学校へも導入さ
れていることを実感していただけたのではないでしょうか。
〈高齢者とのふれあい活動〉

３・４校時は，「高齢者とのふれあい活動」（１０名参加）が行
われました。体育館で「始めの式」後，まずは子どもたちの合唱，
合奏を披露させていただきました。

そして，お待ちかねの「グランドゴルフ大会！」６班に分かれ
て行いましたが，どの班からも歓声があがり，和気あいあいとし
た楽しい時間となりました。個人賞では，高齢者の部で浜崎優子
さんが，小学生の部で松木直輝さんが見事優勝しました。
〈ふれあい給食〉

グランドゴルフ大会後は，「ふれあい親子給食」と銘打って高
齢者の方々だけでなく保護者の皆さんにも来ていただき，「奄美
の鶏飯」をおいしくたくさんいただきました。日頃お一人でお暮
らしの方にとっては，給食を大人数で食べるだけでもおいしく感
じられたのかもしれません。
ちなみに，残食はほとんど
ありませんでした。

このようにして，１日(火)
は子どもたちも教職員もと
ても楽しい素敵な思い出を
つくることができました。
本校が来年３月閉校となり
ますのでこの活動はこれで
終わりますが，子どもたち
と高齢者の方々との心の絆
はいつまでもつながってい
くものと確信しています。

平成２３年度 薩摩川内市立青瀬小学校 学校便り
１１ 月 の 目 標

（生活） 読書にはげもう！
（保健） 歯みがきをしっかりしよう！
（給食） 食事と文化について考えよう！

信頼の力…本気でぶつかる

以前ＮＨＫテレビで放送されていた「ようこそ先輩」という番

組は，なかなか興味深い番組でした。各界で活躍している人々が，

母校で子どもたちを相手に授業をするのですが，どの授業でも，

子どもたちは見事に食い付いてきます。

何があんなに授業を魅力あるものにしていたのでしょうか。『私

には，出演者が自分の人生の時々に苦悩しながら真剣に考えてき

たこと，心底嬉しかったことなどを，子どもだからと加減しない

で，本気で子どもたちにぶつけていく，このことが授業を受ける

子どもたちにも，テレビを見ている我々にも伝わってくる，ここ

にその秘密があるように思える』…当時の文部省初等教育局長辻

村哲夫氏の感想より

具志堅用高選手（ボクシング）が，タイトルを失った試合を語

っていた番組，増田明美選手（女子マラソン）が，調子を出せず，

中継の放送終了後になってゴールした屈辱感を，目に涙をいっぱ

いためて子どもたちに語りかけていたのは，１２年前の番組でし

た。あの瞬間に子どもたちは，「この人は自分たちを信頼して本

気で語ってくれている」と感じたのでしょう。そこに信頼関係が

生まれていくような気がしてなりません。

～・～・～・～・～・～・～・～

２１日（月）に第２回薩摩川内元気塾が長浜小で開催されまし

た。この事業は，県内外で活躍している様々な方々のものの見方

や考え方，生き方に学び，自分の可能性を信じて夢を追い続ける

ことの素晴らしさに感動したり，学ぶことや働くことの意義につ

いて深く考えたりすること等を通して，自分の将来を見つめ，夢

や希望を膨らませるために行われています。

今回の講師は，長浜小校長のご子息で K バレエカンパニーダン

サーの「酒匂 麗さん」とフリーバレエダンサーの「星野 姫
さこう れい ほしの ひろみ

さん」。「バレエを楽しもう～ Try Your Best ～」という演題でお話

とバレエの実演をしていただきました。

幼い頃からバレエダンサーになる夢を持ち続け，それを見事に

実現させた酒匂さんのお話と演技は，子どもたちの心をぐっとつ

かみ，そのひたむきさとバレエに対する情熱を伝えてくれました。

バレエに打ち込む自分を本気で子どもたちにぶつけていた酒匂

さんの姿が「ようこそ先輩」と重なりました。日々子どもたちと

接している私たち大人も「本気でぶつかる」ことで，より強い信

頼関係を築いていきたいですね。


